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算
二
巻
　
紹
介
　
墨

書一

界
に
聞
ね
て
居
る
。
今
は
北
京
に
滞
留
中
で
あ
る
が
、
先

頃
あ
る
日
本
の
學
者
ご
面
晒
し
た
時
、
彼
は
照
本
に
於
け

る
支
那
學
界
の
不
振
を
切
言
し
π
ご
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。

如
何
に
も
わ
が
支
那
學
界
の
不
振
は
掩
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事

實
で
、
精
進
倦
な
き
ペ
リ
オ
等
に
歯
し
て
、
實
に
漸
塊
蛆

幌
に
堪
へ
ざ
る
課
で
あ
る
。
併
し
翻
っ
て
一
考
す
る
ご
、

か
く
不
振
を
極
め
て
居
る
我
が
支
那
學
界
も
、
其
内
面
は

案
外
に
進
歩
し
て
居
る
も
の
か
、
世
界
有
数
の
支
那
學
者

陀
る
ペ
リ
オ
の
聾
心
に
堕
民
し
て
得
た
結
論
ご
、
略
団
様

な
結
論
を
燭
立
に
然
も
一
層
早
く
鞭
つ
、
あ
る
若
干
の
二

者
の
存
す
る
こ
ご
を
思
へ
ば
、
幾
分
自
か
ら
慰
む
る
に
足

る
ご
思
ふ
○
我
が
國
の
支
那
學
界
に
好
意
を
有
す
べ
き
ベ

フ
オ
が
こ
の
事
實
を
・
知
り
得
た
な
ら
ば
、
必
ず
衷
心
よ
り

撒
喜
す
る
筈
ご
思
ふ
。

…
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紹

介

⑧
卜

書

　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ち
　
　
も
　
　
へ

　
　
　
　
愚
三
浦
の
安
針
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
三
毛
著

　
本
書
は
西
紀
第
＋
七
節
組
勧
期
、
端
な
く
我
闘
に
漂
着
し
て
將
軍
家
康
り

寵
暦
を
受
け
、
相
々
逡
見
に
於
て
釆
邑
を
食
み
、
泣
戸
日
本
橋
の
安
針
口
’
ト

永
く
其
名
を
留
め
・
し
本
邦
勧
渡
の
英
人
ウ
芹
－
ー
ア
ム
、
ア
ダ
ム
ス
即
ち
三
浦

安
針
の
三
蹟
を
叙
溢
し
六
う
も
の
な
り
。
繭
し
て
著
者
は
安
針
が
埋
骨
の
地

ぐ
」
・
し
て
灘
緑
深
き
李
戸
に
在
る
こ
．
こ
多
年
，
戯
間
博
く
史
料
を
渉
猟
・
し
安
針

の
事
蹟
ド
就
さ
て
實
地
に
踏
査
し
、
精
緻
な
る
研
究
を
途
げ
れ
る
篤
學
の
士

な
り
。
本
書
全
篇
を
十
章
に
分
ち
、
第
一
章
乃
至
第
三
章
は
近
世
の
初
期
、

東
面
爾
洋
交
野
の
機
雷
漸
く
開
け
、
欧
人
の
東
洋
に
來
航
す
う
に
至
り
亡
吹

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ら
　
　
な
　
　
も
　
　
も
　
　
め

第
を
蓮
べ
、
赫
弟
鶴
章
「
爪
女
針
の
茜
削
畜
生
」
に
伎
彼
が
幼
時
の
繍
画
歴
よ
り
和
爾

束
印
度
商
會
の
艦
員
、
｝
し
て
本
國
を
出
帆
・
し
、
途
中
幾
多
の
銀
難
に
遭
遇
・
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
カ

て
我
國
に
藻
着
ぜ
・
し
事
情
を
叙
・
し
、
第
五
章
・
「
安
針
の
活
動
時
代
」
に
嫉
安

針
が
家
康
の
顧
劉
、
ミ
・
し
て
導
ら
外
交
事
務
に
買
獄
煙
し
功
績
を
蓮
べ
れ
り
、

　
　
　
へ
　
も
　
も
　
へ
　
も
　
も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
へ
　
も
　
し
　
し
　
へ
　
も

第
六
重
「
オ
ラ
ン
ダ
の
遜
藺
」
第
七
章
「
づ
ギ
リ
ス
の
通
商
」
に
於
イ
、
に
英

蘭
爾
商
館
の
爲
め
に
幕
府
ε
の
交
沸
の
任
に
霊
り
、
雨
國
貿
易
の
利
便
を
計

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

の
し
こ
ビ
、
第
八
堂
「
婁
針
の
晩
年
」
に
は
彼
が
北
海
回
航
を
企
て
、
果
さ
す



　
に
挙
戸
の
假
寓
に
段
し
れ
る
こ
ミ
を
等
を
遽
べ
、
第
九
出
猟
「
躍
μ
相
川
州
逸
見

　
な
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゐ
　
へ

の
安
針
塚
及
び
墨
戸
に
於
け
る
安
針
の
耀
骨
地
に
就
き
て
考
設
を
試
み
、
第

　
　
め
　
へ

十
章
鹸
論
ミ
・
し
て
安
政
の
開
國
並
F
日
英
の
同
盟
に
論
及
ゼ
リ
。
　
（
肩
凝
明

誠
館
書
店
搬
行
、
預
一
、
三
〇
）

　
　
　
　
　
を
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
⑳
貿
易
史
上
の
弔
事
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
村
上
勤
口
鄭
著

　
本
書
は
寛
永
鎖
國
以
前
挙
β
’
が
外
國
同
志
布
塊
ぎ
」
し
て
隆
盛
を
梅
め
れ
ろ

時
代
の
史
實
を
挙
白
簡
明
に
叙
蓮
・
し
れ
る
も
の
な
司
’
o
志
づ
奉
戸
が
古
写
朝

鮮
支
那
こ
の
交
題
の
要
路
に
曇
り
・
し
こ
ミ
よ
り
説
き
起
・
し
、
天
丈
年
間
補
萄

悌
オ
一
間
船
一
切
め
て
此
港
に
■
來
煽
り
・
一
事
幡
…
。
　
轡
旧
時
那
蘇
布
敏
の
状
究
等
を
乳
蓮
べ

次
で
葡
萄
牙
人
は
横
再
編
閏
を
纏
て
長
崎
に
移
り
、
李
戸
港
は
一
時
沈
静
に

無
し
れ
り
し
が
、
慶
長
年
同
…
槻
英
人
來
り
て
夕
空
に
商
館
を
潔
く
る
に
及
び

再
び
繁
華
に
赴
き
、
更
に
黒
餅
人
は
西
班
茅
葡
萄
オ
人
に
封
抗
ぜ
ん
が
爲
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
へ
　
も

防
禦
同
盟
を
結
び
、
開
戸
を
爾
國
聯
含
艦
隊
の
根
建
地
＆
な
し
、
二
戸
港
外

へ
　
ヘ
　
へ
　
し
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

岡
貿
易
の
全
盛
期
を
現
出
冠
・
し
・
ミ
」
よ
り
英
人
が
仁
人
ミ
の
競
孚
に
敗
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
リ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

間
も
無
く
日
本
を
去
り
、
次
で
西
班
牙
葡
萄
牙
の
蓮
蔚
禁
止
こ
な
り
，
蘭
人

に
n
口
豆
偏
｛
易
を
一
翼
占
琶
・
し
が
「
，
島
原
臨
後
幕
｛
崎
へ
移
さ
る
〉
に
及
び
て
、
　
挙

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も

戸
の
海
外
貿
易
全
く
臨
絶
す
る
に
搾
り
し
こ
ε
を
設
け
り
。
本
書
に
角
く
内

外
の
更
料
に
煎
り
、
此
問
の
愛
書
を
明
か
に
し
．
辣
に
英
圃
爾
商
館
貿
易
の
「

實
況
、
常
時
の
輸
入
品
及
び
細
螺
幣
、
叉
當
時
腿
行
は
れ
ぬ
る
雨
商
館
員
峯

厳
の
経
費
等
に
就
き
て
は
、
根
本
皮
料
に
幕
き
て
精
密
な
ろ
調
査
を
試
み
れ

第
二
旛
　
　
紹
介
　
　
濁

滋聖

日

る
所
、
著
者
薪
蝋
蓄
の
一
端
を
窺
ふ
べ
し
。
附
録
ミ
し
て
重
要
な
る
奥
料
二
十

八
種
を
揚
げ
．
、
且
つ
多
激
の
罵
眞
を
挿
入
・
し
，
讃
者
の
興
昧
を
深
か
ら
・
し
め

れ
り
。
（
日
本
學
衛
普
及
翻
倒
行
．
慣
一
、
五
〇
〔
以
上
出
撃
誠
之
…
助
〕

　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ら
　
へ
　
あ

　
　
　
　
⑳
聖
徳
太
子
傳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墳
野
黄
洋
著

　
水
書
は
碧
者
が
本
邦
の
歴
史
上
に
現
は
れ
た
ろ
鐵
多
の
偉
人
中
最
も
偉
大

電
黒
し
且
つ
最
も
誤
解
さ
れ
れ
リ
ビ
信
ず
る
聖
徳
太
子
の
眞
諏
目
を
擬
揮
ぜ

ん
こ
て
著
に
し
繋
る
も
の
な
り
。
是
よ
り
先
，
著
者
は
明
治
借
七
年
「
，
攣
徳

太
子
傳
」
を
公
に
亡
、
次
で
四
＋
一
年
其
再
版
こ
こ
て
「
培
訂
聖
徳
太
子
傳
」

を
出
ぜ
り
。
太
Ψ
輩
ロ
は
更
に
補
訂
を
加
へ
れ
る
の
r
∵
し
て
、
先
前
・
の
増
訂
版
ε

比
較
す
る
に
、
共
の
多
く
の
部
分
に
於
て
は
岡
絶
な
る
も
、
亦
所
々
主
要
な

る
貼
に
改
戴
を
施
し
六
る
も
の
あ
り
，
郎
ち
第
一
章
の
緒
論
は
此
札
を
彼
れ

の
至
章
奪
簡
騨
勢
獣
必
蜀
ミ
類
似
の
田
憲
毒
書
か
れ
れ
る
も
の

な
れ
こ
も
、
さ
き
に
は
國
・
奥
の
大
勢
を
大
化
改
薪
、
門
並
海
山
肘
創
立
，
明
治

維
薪
の
三
襟
劃
ミ
な
し
犬
る
に
、
此
に
は
大
化
改
新
ビ
明
治
の
維
新
ミ
を
以

て
國
臭
の
二
大
淀
新
な
リ
オ
闘
こ
て
、
聖
徳
太
子
の
地
位
を
以
イ
、
明
治
天
皇

ミ
比
較
む
れ
る
郊
き
に
、
其
の
一
例
に
し
て
、
議
論
は
蓬
か
に
前
者
の
天
れ

よ
り
も
樵
健
周
匝
な
ろ
を
礎
於
こ
む
。
第
八
章
太
子
前
後
の
佛
敏
は
彼
の
太

子
以
前
の
過
敏
よ
り
幽
で
六
る
も
の
な
ら
ん
も
、
殆
ん
ざ
前
者
ご
．
相
同
じ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
め
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
す
。
叉
…
塘
訂
版
の
第
二
章
奈
莫
の
佛
敏
的
丈
化
ほ
箭
除
也
ら
れ
て
、
太
書

　
　
　
　
　
　
　
ち
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
も

じ
於
て
は
第
十
一
章
太
子
の
事
業
の
一
章
を
立
て
、
太
子
が
當
帯
鋸
獄
の
弊

第
三
號
　
一
四
三
　
（
五
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）


